













































ク　ラス クラス1 クラス2 合　　計
履修者数 41人 43人 84名



































ホームページ作成経験 クラス1 クラス2 全　体 割　合
全くやったことがない 31 28 59 77．6％




5 4 9 ll．8％
ホームページ作成ソフトを使って、ウェ
uページを作成したことがある
3 5 8 1α5％
学校の授業などで，ネットワーク上に
?Jしたことがある
1 6 7 9．2％
インターネットで公開したことがある 5 4 9 11．8％
現在，インターネット上でウェブサイ
gを持っている
5 5 10 13．2％
















































































1回目 クラス1 クラス2 2回目 クラス1 クラス2
出席者数 37名 40名 出席者数 38名 37名
達成者数 13名 27名 達成者数 19名 35名




























































































知っていた 9（30％） 13（33％） 22（31％）







使ったことがある（使っている） 1（3％） 3　（8％） 4　（6％）









あまり使ってみたいと思わない 3（10％） 6（15％） 9（13％）









必要十分な機能を持っているから 3（10％） 8（20％） 11（16％）











お金がかかるから 1（3％） 4（10％） 5　（7％）
機能が十分でないから 0　（0％） 0　（0％） 0　（0％）
操作が面倒であるから 1（3％） 1（3％） 2　（3％）
特に作りたいものがないから 1（3％） 2（5％） 3　（4％）
パソコン操作自体が不得手だから 3（10％） 4（10％） 7（10％）






















gうのなら課題を指定して欲しい 13（43％） 9（23％） 22（32％）
何を作るか思い浮かばないので，
gう必要はない 4（13％） 7（18％） 11（16％）
　筆者のこれまでの経験では，情報科目の履修者が課題遂行にあたって，自
己表現に対する意欲を感じることは残念ながら稀であった。そのため，たと
え簡単にウェブページを作成できる仕組みが提供されても，熱意をもって表
現に取り組む姿勢が見られるかどうかについては懐疑的であった。
　回答結果は，筆者の予想を上回り，半数程度がウェブページ作成に意欲を
見せた。たとえ，具体的に課題を与えなくても，すでに具体的に表現したい
ものを持っている12％の者に範を示させ，次の層の発想を誘発し，表現に
消極的な残り半分に刺激を与えることができるのではないかと期待できる結
果である。
　ここで，参考までに，自由記述に寄せられた回答の一部も挙げておく。
　・今回紹介されたようなツールなら，自分でも簡単に操作できると思う。
　　そのことで創作意欲が湧いてきた。ぜひこのツールを使って，自分のホー
　　ムページを作ってみたい。
　・デジタルからアナログへというテーマにとても共感しました。また発信
　　者になるという必要性があるこの時代にいる限り，自分アピールは社会
　　に通用する唯一の手段だと思いました。ゲストの方の言葉を聞いて自分
　　を再発見してみようと思いました。ありがとうございました。
　・今回お話を聞いて，私も発信者になって大勢の人に自分を知ってもらっ
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てつながりを持ちたいと思いました。これなら私にでも簡単にできそう
だし，今よりさらに視野が広がると思います。
・デザインが良いのはとても魅力的で，重要だと思います。
3．3外部ASP導入を想定した授業への切り替え
　第10回の授業からは，まだ，学内調整中で導入決定にいたっていなかっ
たが，i－debutの導入も念頭において進めることにした。参考までに，　i－
debut導入事例として，この後の授業経過を述べておく。
第10回
P2／6 写真による洞察
写真を持ち寄り，見る側意図した通りの
抹ｿを読み取ってくれるかどうかを知る。
第11回
P2／13
最終課題の提示とウェブ
yージ作成ガイドライン
｢議
最終課題としてウェブページ作成を指示
ｵ，その際にどのようなルールのもとに
?ｬするか，表現上の留意点などをグルー
v討議させ，クラス全体でのガイドライ
唐?ﾜとめる。
第12回
P2／21
i－debutの使用方法の
燒ｾ
i－debutのログイン，ページ編集を説明
ｵ，課題への取り組み開始。
　第10回の「写真による洞察」は，i－debutの基本フォーマットが，「画像
1枚＋テキスト」であることを念頭に，学生が効果的に写真を使えるように
することをねらった。仮に導入されないことになったとしても，ホームペー
ジビルダーによる課題作成においても，活かすことのできる内容である。
　最終課題として提示した内容は次の通りである。
・課題ページへのURLを所定の書式でメーリングリストへの投稿する
ことによって知らせる。
・テーマは各自で決める。
・作成はi－debutを用いてもよいし，大学のウェブサーバー上に作成し
てもよい。
・分量は4～5ページ程度とする。
　導入時のアンケートQ5にも見られるように，3割の学生が具体的な課題
設定を要求していたが，何か伝えたい内容を持っている学生と，自発的にテー
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マを発掘できそうな学生の牽引力に期待して，テーマを特定しなかった。
　提出は，自分のページへのURLと，作成したものの概要をメーリングリ
ストへ投稿することによって行うこととした。また，同時に，早めに提出し，
他に範を示したものは，加点することにした。これは，他の受講者の成果物
への関心を向けたかったからである。なお，ここにいう「ガイドライン」に
ついては，授業運営上，非常に有益なポイントであったので節を改めて述べ
ることにする。
3．4　導入時の検討課題
　3．4．1表現ガイドラインの討議を通じた情報倫理への意識喚起
　外部のASPを利用する場合，教員の心配の種は，学生の作業結果が，す
ぐさまインターネット上でアクセス可能となってしまうことではないだろう
か。具体的には，学生が，プライバシーの侵害，知的財産権の侵害といった
問題を起こす可能性があるということである。教員の監督指導の下，授業過
程で作業するのだから，意図して権利侵害や不正な利用に及ぶことは稀だと
は思うが，不注意により侵害してしまうという事態は十分考えうる。ここで
取り上げた授業の受講者のうち90％以上が，前期に筆者が担当する「情報
倫理」（必修）を履修済みであり，残りも，履修中であった。しかし，それ
でもなお，「情報倫理」で学んだ事柄を十分に内面化し，実際の作業に活か
せるかどうかについては不安が残る。
　この点については，課題に取り組む前に，クラスごとに，課題作成上の表
現ガイドラインについて討議を行うことで対処した。「氏名表示」「知的財産
権」「公序良俗」などいくつかの観点を提示後，グループで具体的な留意点
をまとめてもらい，グループ代表に全体の前で報告してもらった。それを踏
まえて有志1～2名にまとめさせ，授業で運用しているメーリングリストに
投稿させることにした。その結果，投稿されたガイドラインの例として受講
者の一人である福地翔太君によるまとめを次に挙げる。
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1．出典元を明記する
　→情報の信頼性・信悪性を保証する為。
　→観覧者がその情報の信頼性を確認するのを容易にする為。
　→出典元の著作権を守る為。
2．著作権を侵害しない
　→無断リンクや無断転載は著作権の侵害に当たる可能性があるので，必ず著作権
　　の所在を確認すること。必要ならば，作者に連絡を取ること。
　→特に画像や音楽ファイル等の使用には十分注意すること。
　→関連して，自分に帰属する著作権を守りたい時には無断転載の禁止を明記する
　　こと。
3．自分の連絡先を明記する
　→責任の所在を明らかにする為。
　→問題が発生した場合，観覧者と連絡をとる必要が発生する可能性がある為。
　→また自分が著作権を所有するものを公開する場合も，観覧者が連絡を求める場
　　合がある。
　→氏名まで表示するかについては意見が分かれた為，個人の判断に任せる。
　→但しメールアドレスの表示など，観覧者と容易に連絡を取れる環境を整えること。
4．他人のプライバシーを侵害しない
　→他人の個人情報をウェブ上に無断で掲載することは，プライバシーの侵害とし
　　て法律で禁止されているので十分注意すること。使用の際は自己責任で。
　→関連して，他人を誹読・中傷するような表現の使用にも十分注意すること。
5．公序良俗に反する情報を掲載しない
　→暴力的な表現や画像，狸褻な表現や画像を無断でウェブ上に掲載することは法
　　律で禁止されているので，使用の際は十分に注意すること。使用の際は自己責
　　任で。
　→日常で使用する言葉の中にも，公共の場ではふさわしくないものが多々含まれ
　　ているので，不適切な表現を使用しないよう十分注意すること。
　　※4．5．についてはどこからが法律違反で罪に問われるのかという線引きが難し
　　　い問題である為，自己責任という表現にとどめた。
その他
　わかり易い表現を心がけましょう。
　管理はしっかりと行いましょう。貴方のサイト上で起こった問題は全て貴方の責
任になります。
このまとめには，他サイトへのリンクの取り扱いなど若干の誤解が見受け
られるが，この点は，メーリングリストで指摘しておいた。短い討議であっ
たことと，日程上の制約があったことから，指導がゆきとどかなかった点が
あったのは確かである。しかし，ホームページ作成課題を与える上で，受講
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者に対して留意してもらいたい点が，十分まとめられているのではないだろ
うか。これが，学生の側からまとめられたことの意義は非常に大きく，以下
のように，自発的に，著作権，プライバシー等に関する配慮が，作品のあち
らこちらに見られるのである。
　・「許可をいただいて写真を撮らせていただきました」（学生40）
　・「写真は……公式HPより許可を得て使用しています。コメントも基本
　　的にはわたしの主観によるものです。」（学生16）
　・「※当HPは以下のサイトの管理人さまのご厚意により写真を使わせて
　　頂いております。この場を借りて再度お礼申し上げます。」（学生55）
　教員による講義で，ここまで慎重な対応を促すことは，かなり難しいので
はないだろうか。
　通常のホームページ作成課題，とりわけ，学内のみ公開という形式をとっ
た場合，自分の作品を仕上げることで精いっぱいで，学生は互いの成果物に
は無頓着になりがちである。その内容や表現についての指導は，作成過程で
教員が関与できる機会を設けたとしても，教員対当該学生の間のやり取りに
すぎなくなり，他の学生にまで注意を促すにはいたらない。そればかりか，
学生は技術的な難問をクリアすることにのみ腐心し，教員の注意もそこに集
中することになってしまいがちではないだろうか。その結果，たまたま，ルー
ル違反を犯した学生は，指導を受けることができ，ルールを学ぶことができ
るが，たまたま無難なテーマを選んだ学生は，情報倫理について意識しない
まま修了することになりかねない。今回の導入実験では，ガイドライン作成
とともに，i－debutにより，互いの成果物への関心が高まったこととあいまっ
て，表現上のルールについての意識が高まったと考える。学生が互いにどの
程度，参照しあったかについては後述する。
3．4．2必要とされる支援の程度
外部のサービスを導入することの問題の一つは，実習室等でのサポート要
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員が，当初予定していないサポートを強いられかねないという点である。今
回については，操作が簡便であり，学生が技術的支援を要求する場面はあま
り発生しないだろうとの見込みがあったこと，範囲が筆者の授業受講者を中
心とした100名以内であり，筆者が窓口となって実施できる程度であったこ
とから，関係者に無理をきいていただき実現した。
　技術的な支援について，今回の状況をまとめておく。実験導入にあたって
は，サービス・プロバイダには，専用のサポート窓口を設けていただいた。
筆者が問い合わせた時点での受電は無かったとのことであった。また，実習
室でのアシスタントへの質問もほとんどなかったようだ6）。
　ウェブページを題材とする課題が出された場合，課題提出時期になると実
習室では，多数の学生が技術的な支援を求め，サポート要員はその対応に追
われるのが常であるが，今回のi－debut導入は，外部ASPの利用によりそ
の負担を軽減しうることを意味する。
3．5　学生の取り組みの実際
　ここで，上述の課題遂行のたe6，　i－debutシステムを学生がどのように使っ
たかについて，提出物と授業最終回で行ったアンケート及び締切時点での集
計に基づいて述べる。
　課題遂行にあたっては，i－debut利用を強制せず，利用したくない者は，
大学のウェブ・サーバに作成してもよいことにしてあったが，ほとんどの者
（79名／80名）がi－debutを選択した。
　課題提示の際，テーマを特定せず，表現欲求をもっている学生の牽引力に
期待したが，実際はどうだったろうか。ページサイズと，更新日付から作業
経過をたどってみると次のようになる。
　12／21のi・debutの操作説明の後，　i・debutを使って課題完了を伝えた学
生が，早くも12／24に現れた。冬期休暇終了後の1週目までに計11名の学
生が作業完了報告をメーリングリストに投稿した。編集作業中のものも含め
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ると29名の先行者の作品が，課題への取り組みが本格化する前の段階で，
後続者に見本を見せることができる状態が生まれていた。
　では，実際に，学生は，他の学生の頁をどの程度参照し，参考にしたのだ
ろうか。
　3．5．1　課題遂行時の受講者同士の関係の変化
　課題収集時の集計で，各ページへの平均アクセス数は42．5，100アクセス
を超えたのは，18ページであった。課題で作成した作品のURLをメーリン
グリストに投稿するように指示したが，これは，受講者間相互に参照しあう
ことで，内容や表現方法について啓発しあう環境をつくるためであった。幸
いにも，i－debutが，最近更新されたページを一覧する機能（120頁，図5
参照）を有していたことが，その効果を高めた。
　おそらく，通常のホームページ編集ソフトを用いた作業の場合，面倒なサー
バへのアップロードを作業途中に行うことは少ない。転送の目的は，自分の
ページがうまく閲覧できるかどうかを確認することにあり，他の者の作品を
閲覧するきっかけにはなりにくいからである。これに対して，i－debutの場
合には，自分のページから，比較的容易にアクセスできる場所に，常に他の
学生の最新の作業成果がある。この点が，以下に示すような，相互参照となっ
て現れているのではなかろうか。そして，先にみたように，著作権への配慮
やプライバシーへの配慮に関しても，注意を喚起できるような場が作り上げ
られたのではなかろうか。
Q．何人の他の学生のページを見ましたか
全く見ていない 2 2．4％
1～3人 26 31．3％
4～6人 29 34．9％
6～9人 12 14．5％
10人以上 14 169％
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Q．他の学生の課題ページは参考になりましたか
とても参考になった 33 39．8％
まあまあ参考になった 39 47．0％
あまり参考にならなかった 7 8．4％
全く参考にならなかった 4 4．8％
　3．5．2i－debutという表現媒体
　i－debutは，紙媒体の雑誌のフォーマットをウェブページに適用したシステ
ムである。基本フォーマットは，（画像1枚）＋（テキスト）である。ホームペー
ジ編集ソフトを使えぱ，はるかに自由な体裁で作成できるし，実際，大学へ
のウェブ・サーバの利用を選択した学生は，主に，体裁の自由を求めたから
のようである。また，i－debutを選択した学生からも，複数の写真を使えな
いかという質問もあった。編集して複数画像を一枚の画像にしてしまうなど，
技術的には回避方法は考えつくが，沢山の画像を使い，画像を挿入できる技
能を持っていることが重要なわけではない。この制約は，逆に，次のような
教育効果を持っており，授業ではそれを活かすべきではないかと考える。
　・ページのデザインが，画像とテキストで構成されることを想定している
　　ため，ある意味で，画像の利用を強制することになり，画像の効果的な
　　利用ということについて考慮を促す。
　・また，テキストと画像の一対でしかないから，その対応関係が妥当かと
　　いった観点で自分のページや他人のページを評価しうるようになる。
　・画像の利用には，著作権への配慮をせざるを得ない。
　・著作権処理の面倒を避けるためには，画像を自分で撮影，作成するとい
　　うことを考えることになり，画像作成自体についても，作成者の立場か
　　ら，他の学生のページを評価することができる。
　次の結果からは，できるだけ画像を使い，ページを完結させたいという姿
勢がうかがえる。そして，デジタルカメラやデジタルカメラ付き携帯電話が
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普及して，必要な写真をデジタル素材で手に入れるということが身近になっ
ていることがわかる。
　　　　　　　提出期日時点での画像の利用（i－debut不使用を含む）
全く使っていない 2 2．5％
半数未満のページで使用 7 8．8％
半数以上のページで使用 25 31．3％
全てのページで使った 46 57．5％
計 80 100％
　こうしたフォーマット上の制約が，内容に影響を及ぼしている。2005年1
月29日時点までに作成された426ページを，ページ単位で題材を分類する
と，最も多いのが旅行・地元などの地域紹介（113ページ），次いで，サー
クル活動，イベントなどを扱ったもの（54ページ）であった。やはり，ス
ナップ写真などを作成・入手しやすいテーマが多い。学生なりにi－debutの
メディアの特性を理解した結果であろう。
一次に，学生の意欲を作成ページ数の点から観察してみよう。課題提示した
際には，目安を4～5ページとしてある。これは，通常のホームページ編集
ソフトで課題を遂行する学生に課せるページ数（目次ページを含め5ページ
程度）とのバランスで決定した。表現の面白さに目覚め，想定ページ数を超
えて作成している者もいる一方で，表現することの難しさを痛感している学
生も多い。寄せられた自由記述のコメントにも両方をそれぞれ代表するよう
なものがあった。
　　　　　　　　　　　学生ごとの作成したページ数
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2005年1月29日時点）
3ページ以下 14 17．5％
4ページ 13 16．3％
5ページ 23 27．5％
6ページ 14 17．5％
7ページ以上 17 21．3％
平均ページ数5．3ページ
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　次の表は，ページの記名についてたずねた質問の回答である。この結果は，
成果物を単なる課題をこなすために作成したものに過ぎないか，それとも，
自己の表現として位置づけているかを計る一つの目安となるのではないだろ
うか。すなわち，i－debutで作成したページに愛着を感じ，約3割が自分を
アピールするためのメディアだと意識して課題に取り組んだことの現れでは
ないだろうか。
Q．名前の表示（「学生XX」）をどのように表示したいですか。
そのまま使う 45 54．2％
ニックネームに変えた（変えたい） 22 26．5％
本名に変えた（変えたい） 5 6．0％
無回答 11 13．3％
　3．5．3　学生によるi－debutの評価
　ウェブページの実習を，たんなるソフトウェアの操作技術習得の機会とす
るのではなく，プレゼンテーション・メディア，自己表現メディアとして活
用するためのものとするため，i－debutによって，技術的な必要水準を下げ
たわけだが，実際のところ学生はi－debutをどのように感じたのだろうか。
　「思った以上に簡単だった」という趣旨のコメント多数が寄せられ，期待
通り作業は容易であったようだ。そして，次の表にみられるように半数近く
の学生が，課題終了後も使い続けることを希望した。「i－debutがきっかけ
　　　　　　　　　　　　　　　●
で自己表現の場を手に入れました」というコメントに代表されるように，自
己表現の場として多くの学生にとって魅力的だったということだろう。
Q．課題提出後，i－debutを使い続けたいですか
使い続けたい 39 47．0％
使わない 32 38．6％
無回答 12 14．5％
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　ただし，その一方で，「周りは簡単だというけど，あれはなかなか難しい
んじゃないかと思います」というコメントもあった。確かに，慣れていない
とそれとは気付きにくいユーザインターフェースがあるし，雑誌の比喩を用
いているためi－debut特有の用語法がある。例えば，一連のページを「ジャー
ナル」としてまとめることができたのは，26人（約3割）にすぎない。も
う少し丁寧に取り扱い説明をすべきであったようだ。
　このように若干とまどいが見られたものの，i－debutの操作性は学生に受
け入れられ，学生の表現への意欲を喚起するのに役立ったと評価できる。
4　まとめ
　これまでみてきたように，オンラインでのウェブページ編集機能を利用は，
学生の関心を表現の内容や方法に向かわせることができる有益なサービスで
あると評価できる。ここでは，まとあとして，i－debutの事例をもとに，プ
レゼンテーション・メディアとしてウェブページを活かすためのシステムに
求められる事柄ついてまとめる。
　第一に，操作の簡便さが必要なのはもちろんである。第二に，でき上がる
ページがデザイン面に優れ，自分の作品だと誇り記名したくなるようなもの
あることが重要であろう。操作の簡便さと引き換えに表現の自由度が低下し
ても，多くの学習者が満足できるページが作成されれば，制約の中での表現
の工夫をし，意欲的に取り組む。第三に，学生同士が作業過程で相互に啓発
しあえる状況を生み出す仕組みが必要である。そのためには，最新の更新ペー
ジを一覧表示するような機能を備えることが望ましい。第四に，学内サーバ
では実現困難なことであるが，ページを編集すれば，すぐに学外者にも注目
されるということが，学生にはっきりと分かる仕組みである。これは第三の
点と同じ機能で実現できる。i－debutの場合は，学生のページも，全体のトッ
プページから，すぐにアクセスできるようになっている。他の一般の利用者
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と並んで，自分のページの概要が表示されるのは，大きな緊張と興奮を感じ
たことだろう。また，自分の表現への意識も高まる効果が期待できる。いく
らインターネットで世界中に向けて情報発信ができると力説したところで，
自分の作ったページを，無数に存在するウェブページの一つにすぎないとし
か認識できないだろう。自分が内容に責任をもって他に向けて表現している
という意識が生まれなければ，表現を磨く意欲も，著作権その他への必要な
配慮も生まれない。この第四の点こそが，最も重要であり，外部のASPを
利用する価値である。
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　　　　　　　　　　　　　　　　《注》
1）　明治大学情報科学センターは「ホームページの作り方」という講習会（1回90
　分）を実施しており，そのテキストを情報実習室に備え付けている。授業では，
　その一部を使？て実習を行った。
2）　http：／／i－debut．org／
3）　http：／／nurue．com／
4）　http：／／www．atpass．co．jp／
5）　サービス提供ベンダーのプレゼンテーションにおいて，オンライン編集すると
　活発に編集・追加・更新が行われるため，ページアクセスが増大し，検索エンジ
　ンにより重要度の高いページとして扱われる傾向にあるという説明がされていた
　ことによる。
6）学生からのパスワード忘れの問い合わせが4件あった。この他，ASPには，
　画像フォーマットと写真画像の処理についての問い合わせがあったとのことであ
　る。
（わだ・さとし　情報コミュニケーション学部助教授）
